
  

 

 

 

 

【評価規準】 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 地域の人々は「三社祭」の開催に向けて互いに協

働し、地域の発展を願うとともに、自分たちで楽

しみを作り出しながら生活していることを理解し

ている。 

② 地域の伝統行事のよさへの理解は、地域の人、も

の、ことと関わりながら探究的に学習してきたこ

との成果であることに気付いている。 

① 「三社祭」との出会いから問いを見いだし、「三

社祭」のよさを探る課題を自らつくり、解決に向

けて見通しをもっている。 

② 収集した多様な情報を分類・整理し、「三社祭」

のよさを伝える相手、内容、方法について考えて

いる。 

① 地域の伝統行事「三社祭」に関心をもち、自分の

生活を見直したり、他者の考えを認めたりしなが

ら、自らの意思で課題を解決しようとしている。 

② 「三社祭」のよさを伝えるために、地域の方や友

達の考えを生かしながら、協働して課題の解決に

向けて取り組もうとしている。 

③ 自分も地域の一員であることを自覚し、地域のた

めにできることを考えて積極的に関わろうとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

   

 

 

 

  

  

 

    

 

 

 

【課題の設定】 

○自分たちの住んでいる地域で自慢

できることは何かを考える。 

○「三社祭」に参加したことはある

が、詳しいことについては分から

ないことに気付く。 

【情報の収集】 

○「三社祭」について、インタビューや

インターネットを使って調べる。 

○「三社祭」の歴史などを普及させてい

る地域の松本さん話から、話を聞き、

「三社祭」についての知識を深める。 

【整理・分析】 

○調べたことや聞い

たことを比較、分

類しながら情報の

整理・分析を行

う。 

 

 

【まとめ・表現】 

○１学期の活動を振

り返り、２学期の

見通しをもつ。 

１
学
期 

【小単元１のめあて】 三社祭について知ろう。  

 

【探究課題】地域  【単元のねらい】地域の伝統行事「三社祭」の継承に力を注ぐ人々と協働して「三社祭」のよさを伝える活動を通して、自分

が住む地域で生まれ受け継がれてきた伝統文化のよさに気付き、地域の発展を願って自分にできることを考

え、町づくりに積極的に関わることができるようにする。 

【単元のめあて】 「三社祭を広めよう！！」  

 

総合的な学習の時間「田原」の単元計画【第３学年：７０時間】 

【小単元２のめあて】 三社祭の魅力を発信しよう。 

 

【小単元３のめあて】 三社祭の魅力を発信しよう。（Part２） 

【課題の設定】 

○小単元１で調べたことをも

とに、どんな方法で三社祭

のよさをひろめるのかを考

える。 

【課題の設定】 

○小単元２で発信した時に出た

反省点からよりよい発信の方

法を考える。 

 

【情報の収集】 

○調べたことや聞いたことの中

で、自分が他の人に伝えたい

ことを考える。 

 

【情報の収集】 

○伝わりやすくするために何

が必要なのかを考える。 

○発信方法を調べる。 

 

【整理・分析】 

○伝えたいことを集め、情報

の内容から優先順位を考え

る。 

 

【整理・分析】 

○間違った情報や同じ

内容がないか確認す

る。 

 

【まとめ・表現】 

○作成した問題集を教職員へ

配布する。 

○反省点をまとめる。 

【まとめ・表現】 

○校内に作成アンケートクイズを配

信する。（紙の問題集もある。） 

○単元全体について振り返る。 

２
学
期 

３
学
期 

 

30h 

20ｈ 

20h 


